
　燃料の取り扱い店として創業し、今ではLPガス販売やLPガス設備工事、住
設機器販売、電化製品販売、給排水設備工事など生活周りの整備を多角的
に手がけるようになったサンエス設備機器株式会社。地域への恩返しの一環
として実施する参加無料の「お役立ちイベント」ではさまざまな講師を招いて
有益な情報を提供するほか、水漏れや照明など細かな困りごとにも柔軟に対
応する地域密着企業として愛されている。

サンエス設備機器株式会社

　機器の導入に補助金を利用
できることが後押しになり、廣田
耕介ガス住設部課長を中心に
着手。以前よりメーター等で取
引しているメーカーのシステム
に決め、メーカー担当者のサ
ポートもあり、3人という少人数
での作業にもかかわらず余裕あ
るスケジュールで設置を完了し
た。「検針業務時にお会いでき
ないお客様や遠方のお客様を
中心に導入したことで、月間で2
～3日分の業務削減につながりました。その結果、ほかの業務に時間を充て
られるようになり、全体的に業務が効率化しました」と廣田課長。以前は検針
と並行して器具販売等の営業や工事、企画を行っていた従業員からも、シス
テム導入による業務効率化を歓迎する声が上がっているという。顧客からは
「検針日のバラつきがなくなり、月ごとの使用量の比較が容易になった。24時
間の集中監視システム導入で安心感が高まった」と歓迎の声も届いている。

効率化により余裕ある業務に転換

廣
田
耕
介
ガ
ス
住
設
部
課
長

（熊本県熊本市）

サ
ン
エ
ス
設
備
機
器
外
観



　「必要な書類等の準備に時間を要するため、申請や報告の準備は前倒しで
進めておく。お客様への周知や設置のスケジュールは事前にしっかりと決めて
おくことをお勧めします」と廣田課長。
　頻度は少ないものの、大雨や強風で通信不良を起こすケースがあるため、台
風など荒天時は機器の作動状況に気を配ることや山間部や電波の悪い地域
に導入する場合は特にメーカー側の対応の可否の事前調査も必須だと話す。

　LPWA導入による効率化で生まれる時間でガス器具点検やリフォーム提案
の強化を図るほか、顧客の半数が60歳以上という特性を考慮し、高齢世帯に
は毎月顔を合わせる手検針を継続。逆に共働き世帯にはペーパレス化を視
野に「自動検針後に行っているはがきによる通知を、公式LINEなどの活用に
シフトして利用しやすさをアピールしていきたい」と、柔軟な対応で今後も戸
建てを中心にしたシステムの導入を進めていきたいと話す。

検討している企業へのアドバイス

顧客の世代毎にサービスの差別化

お客様周知チラシ（設置前） お客様周知チラシ（設置後）








